
福 岡 県 産 ス タ ー チ ス の リ ー ス づ く り

開 館 時 間 … 8 : 3 0 - 1 7 :1 5   休 館 日 … 土 ・ 日 ・ 祝 （ 県 庁 閉 庁 時 ）

［ お 問 合 せ ］   T E L … 0 9 2 - 6 4 5 - 1 8 3 5  （ 福 岡 よ か も ん ひ ろ ば ）

公 式 ホ ー ム ペ ー ジ よ り 、 イ ベ ン ト や カ フ ェ メ ニ ュ ー な ど 様 々 な 情 報 を 配 信 中 ！ ▶

ア ク セ ス

f u k u o k a y o k a m o n福 岡 よ か も ん ひ ろ ば

福 岡 県 庁 1 1 階

［ Ｊ Ｒ ］ 「 吉 塚 駅 」 下 車 徒 歩 約 1 0  分

［ 地 下 鉄 ］ 「 馬 出 九 大 病 院 前 駅 」 下 車 2 ・ ６ 番 出 口 よ り 徒 歩 約 5  分

［ 西 鉄 バ ス ］ 「 県 庁 前 」 下 車 徒 歩 約 1  分

福 岡 県 庁福 岡 県 庁 1 1 階

＊ 詳 し い 情 報 は 「 福 岡 よ か も ん ひ ろ ば 」 ホ ー ム ペ ー ジ を ご 覧 く だ さ い 。 ＊ 掲 載 内 容 は 変 更 と な る 場 合 が ご ざ い ま す 。 ご 了 承 く だ さ い 。

公 共 交 通 機 関 の ご 利 用 を お す す め し ま す 。

H P … y o k a m o n - hir o b a.j p

 1 1  階 に お 越 し の 際 は 、 西 側 ホ ー ル の 「 1 1  階 行 き エ レ ベ ー タ ー （ ２ 基 ） 」 を ご 利 用 く だ さ い 。 扉 の イ ラ ス ト が 目 印 で す 。

＊ 表 示 価 格 は 税 込 で す 。  ＊ 写 真 ・ イ ラ ス ト は イ メ ー ジ で す 。

ふ く お か
ア ク テ ィ ブ に 楽 し む 春
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記 載 し て い る ２ 次 元 コ ー ド よ り お 申 込 み く だ さ い 。
ワ ー ク シ ョ ッ プ

お 申 込 み 方 法
＊ 申 込 締 切 日 は 各 ワ ー ク シ ョ ッ プ に よ っ て 異 な り ま す 。  ＊ 定 員 に 達 し た 場 合 、 締 切 と さ せ て い た だ き ま す 。 ＊ 申 込 や 参 加 に 際 し て サ ポ ー ト が

必 要 な 方 は 下 記 福 岡 よ か も ん ひ ろ ば の 連 絡 先 ま で 直 接 ご 連 絡 く だ さ い 。 ＊ 参 加 費 は 当 日 会 場 に て お 支 払 い く だ さ い 。 現 金 払 い の み と な り ま す 。

W O R K S H O P

福 岡 県 産 の 華 や か な ス タ ー チ ス を 使 っ て

リ ー ス を 作 り ま す 。 生 花 か ら ド ラ イ に

な っ て も 綺 麗 な ス タ ー チ ス を 楽 し み ま せ

ん か ？ 初 め て 作 る 方 も サ ポ ー ト し ま す 。

ご 参 加 お 待 ち し て い ま す 。

色 々 な 多 肉 植 物 を 自 分 の 好 み の 組 み 合 わ せ で 寄 せ 植 え し ま す 。

生 産 者 な ら で は の お 話 も お 楽 し み に 。

2 / 2 9 木 ① 1 0 :0 0 - 1 1 :0 0 ② 1 3 :0 0 ～ 1 4 :0 0 ③ 1 5 :0 0 ～ 1 6 :0 0 　

多 肉 植 物 の 寄 せ 植 え づ く り

開 館 時 間 … 8 : 3 0 - 1 7 :1 5  

休 館 日 … 土 ・ 日 ・ 祝  （ 県 庁 閉 庁 時 ）

福 岡 県 庁 1 1 階

［ 入 場 無 料 ］

福 岡 県 岡 垣 町 ※

■ 参 加 費 … 1, 0 0 0 円 （ 税 込 ）    ■ 定 員 … 各 回  1 0  名 　 　

■ 対 象 ： ど な た で も ※ 未 就 学 児 は 保 護 者 も 同 伴 ・ ご 参 加 く だ さ い 。

■ 申 込 締 切 … 2 / 2 2 木   作 品 サ イ ズ … 直 径 約  1 3 c m ×  高 さ 約  1 5 c m （ 植 物 含 む ）

梅 ヶ 枝  餅  セ ッ ト

太 宰 府 の 甘 味 処 「 か さ の 家 」 の

梅 ヶ 枝 餅 で お 茶 の 時 間 を 。

会 期 中 、 下 記 木 曜 に 福 岡 県 産 の 花 を 用

い た 花 束 を 販 売 し ま す 。 販 売 す る 週 の

火 曜 ま で に ご 予 約 を お 願 い し ま す 。 詳

し く は H P を ご 覧 く だ さ い 。

「 暮 ら し を 楽 し む 福 岡 県 の 花 束 」 ご 予 約 販 売 会

要 予 約

お 渡 し 日 … 2 / 1 5 、 2 / 2 9 、 3 / 1 4 、 3 / 2 8

福 岡 県 産 の お 花 や 多 肉 植 物 に 親 し む ワ ー ク シ ョ ッ プ を 開 催 い た し ま す 。

ご 自 宅 で お 花 を 楽 し む ヒ ン ト が 満 載 で す 。 ぜ ひ ご 参 加 く だ さ い ！

花 爛 漫

講 師 ／ 高 野 千 鶴 さ ん （ 多 肉 植 物 生 産 者 ）

3 / 5 火 ① 1 0 : 3 0 - 1 2 : 0 0 ② 1 3 : 3 0 ～ 1 5 : 0 0

■ 参 加 費 … 2, 4 0 0 円 （ 税 込 ）  

■ 定 員 … 各 回  1 2  名 　 ■ 対 象 ： 大 人

■ 申 込 締 切 … 2 / 2 7 火    作 品 サ イ ズ … 約  2 0 c m

講 師 ／ 坂 元 貴 子 さ ん

（ Bl u e g r a y g a r d e n ）

▲ 参 加 申 込 フ ォ ー ム

▲ 参 加 申 込 フ ォ ー ム

福 岡 県

庁

1 1階

「 福 岡 よ か も ん ひ ろ ば

」
を

舞 台 に週 替 わ り で 花 の 展 示 を開 催 い た し ま す 。梅
・
桜

 そ し て

数 々 の 春 の 花 々 が会 場 を 彩 り ま す 。

週 替 わ り で

お 花 に 携 わ る 皆 様 の

作 品 展 を 開 催 し ま す 。

九 州 オ ル レ

福 岡 県 内 コ ー ス の 魅 力 を

ご 紹 介 い た し ま す 。

宗 像 ・ 大 島 コ ー ス

八 女 コ ー ス

久 留 米 ・ 高 良 山 コ ー ス

み や ま ・ 清 水 山 コ ー ス

筑 豊 ・ 香 春 コ ー ス

福 岡 ・ 新 宮 コ ー ス

コ ー ヒ ー セ ッ ト 6 5 0 円 （ 税 込 ）

太 宰 府 梅 サ イ ダ ー 4 0 0 円 （ 税 込 ）

太 宰 府 紅 白 梅 の 果 実 を 手 摘 み し た 、 福 岡 農 業 高 校

謹 製 の 梅 シ ロ ッ プ を 使 用 。 数 量 限 定 。

九 州 オ ル レ 福 岡 県 内  6  コ ー ス に ち な ん だ

特 産 品 を 販 売
あ か も く せ ん べ い 、 ぬ か 炊 き

千 鳥 饅 頭 総 本 舗 よ り お 菓 子 各 種

オ リ ジ ナ ル カ ン セ 人 形 な ど

久 留 米 市 の 銘 菓 各 種

八 女 茶 各 種

道 の 駅 み や ま オ リ ジ ナ ル キ ャ ン デ ィ ー 各 種

久 留 米 ・ 高 良 山 コ ー ス

み や ま ・ 清 水 山 コ ー ス

八 女 コ ー ス

筑 豊 ・ 香 春 コ ー ス

福 岡 ・ 新 宮 コ ー ス

宗 像 ・ 大 島 コ ー ス

主 催 /  福 岡 よ か も ん ひ ろ ば  協 力 /  九 州 オ ル レ 認 定 地 域 協 議 会 、 花 あ ふ れ る ふ く お か 推 進 協 議 会

福 岡 県 花 商 団 体 連 合 会

福 岡 花 商 協 同 組 合 青 年 部

帝 国 華 道 院 九 州 連 合 会

T R O N C ト ロ ン ク

グ リ ー ン ハ ー ト 安 田 花 卉 安 田 一 平 さ ん

草 月 流 H A N A A R T K A T A Y A M A

皇 馨 流

八 女 茶 セ ッ ト 5 5 0 円 （ 税 込 ）

ミ ニ 桜 餅 付

企 画 展

期 間 中 は

ミ ニ 桜 餅 付 ！

「 ふ く お か 花 爛 漫 」 展 期 間 限 定

花 に ち な ん だ カ フ ェ メ ニ ュ ー を

ご 紹 介 し ま す 。



グ リ ー ン ハ ー ト 安 田 花 卉  安 田 一 平 さ ん花 景 色

花 活 け で 逢 い た か ぁ 2 0 2 4

福 岡 県 花 商 団 体 連 合 会 は 、 福 岡 県 内 の

花 市 場 に 所 属 す る お 花 屋 さ ん の 組 合 の

団 体 で す 。 今 回 、 福 岡 県 内 の た く さ ん の

お 花 屋 さ ん が 腕 に よ り を か け た ア レ ン ジ

メ ン ト に よ る 花 コ ン テ ス ト を 実 施 し ま す 。

詳 し く は  H P  を ご 確 認 く だ さ い 。

福 岡 県 花 商 団 体 連 合 会

s p r i n g f l o w e r s 
a r r a n g e m e n t s

s e a s o n 1

3 / 4 ○月 ～ 3 / 8 ○金s e a s o n 5

3 / 1 8 ○月  ～ 3 / 2 2 ○金s e a s o n 7

宮 若 市 と 赤 村 で 桜 や 梅 、 ユ ー カ リ 、 ア カ

シ ア な ど 花 木 栽 培 に 取 り 組 ん で い ま す 。

一 方 、 2 0 1 7 年 花 い け バ ト ル 福 岡 チ ャ ン

ピ オ ン を 機 に 、 フ ラ ワ ー デ ザ イ ン に も

力 を 入 れ て い ま す 。 今 回 は 、 桜 で 春 の

訪 れ を 表 現 。 そ れ ぞ れ 違 っ た 個 性 を

持 つ 桜 の 共 演 を お 楽 し み く だ さ い 。

2 0 2 3  年  4  月 に 皇 馨 流 と 改 名 さ せ て い た

だ き ま し た 。 今 年 も こ こ で 、 花 と ふ れ あ う

沢 山 の 笑 顔 と 出 会 う チ ャ ン ス に め ぐ ま れ

ま し た 。 一 人 ひ と り の 思 い や コ ン セ プ ト

で 、 即 興 で 構 成 さ れ た 展 示 会 で す 。 花 に

ふ れ 、 命 の 尊 さ や 自 然 を 愛 で る 心 が

『 花 育 』 と し て 現 代 人 の 心 を 育 む エ ッ

セ ン ス と な る と 考 え て い ま す 。

福 岡 県 庁 内 に あ る け ん ち ょ う 保 育 園 と

清 水 保 育 園 、 清 水 博 多 駅 東 保 育 園 の

み な さ ん が 作 っ た 花 の 作 品 が 、 1 1 階 西 側

エ レ ベ ー タ ー ホ ー ル を 彩 り ま す 。

福 岡 県 下 の 桜 の 名 所 を パ ネ ル と 動 画 で

ご 紹 介 し ま す 。 春 風 に 誘 わ れ て 、 桜 の

名 所 に 出 か け て み ま せ ん か 。

ほ い く え ん の み ん な で
つ く っ た よ 。

五  感 で  楽 し む ト レ ッ キ ン グ コ ー ス

九 州 オ ル レ
「 オ ル レ 」 は 韓 国 ・ 済 州 島 か ら 始 ま っ た ト レ ッ キ ン グ コ ー ス 。 海 岸 線 や 山 な ど の

自 然 、 地 域 の 文 化 、 グ ル メ な ど を 五 感 で 感 じ な が ら 歩 く こ と を 楽 し み ま す 。 九 州

オ ル レ は 「 済 州 オ ル レ 」 の 姉 妹 版 で 、 福 岡 県 に は 現 在 6 つ の コ ー ス が あ り ま す 。

本 展 で は コ ー ス の 魅 力 の ほ か 、 春 の 花 ス ポ ッ ト を パ ネ ル や 動 画 展 示 で ご 紹 介

し ま す 。

新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症 が 第 ５ 類 に 移 行 し て 、 初 め て 迎 え る 春 。

福 岡 の 春 を 華 や か に 、 そ し て よ り 活 動 的 に 楽 し み ま し ょ う 。 梅 ・ 桜 を

中 心 と し た 週 替 わ り の 花 の 展 示 の ほ か 、 九 州 オ ル レ の 福 岡 県 内 ６

コ ー ス の 魅 力 や 桜 の 名 所 等 を ご 紹 介 し ま す 。 ま た 、 お 花 に ま つ わ る

ワ ー ク シ ョ ッ プ の 開 催 や 企 画 展 に 関 連 し た カ フ ェ メ ニ ュ ー や 商 品 ア イ

テ ム も 取 り 揃 え て お 待 ち し て お り ま す 。

色 と り ど り の 春 を 探 し に 、 ぜ ひ 「 福 岡 よ か も ん ひ ろ ば 」 に お 越 し く だ さ い 。

s e a s o n  2

福 岡 花 商 協 同 組 合 青 年 部

フ ラ ワ ー バ レ ン タ イ ン

帝 国 華 道 院 九 州 連 合 会

よ か ば い 良 か 花 福 岡 県

福 岡 の 若 手 花 屋 で 構 成 さ れ た 福 岡 花 商 協 同

組 合 青 年 部 。 今 回 、 福 岡 県 の 花 「 梅 」 を テ ー マ

に 装 飾 を さ せ て い た だ き ま す 。 お 楽 し み い た

だ け れ ば 幸 い で す 。

華 道 の 発 展 と 相 互 の い け ば な 技 術 を 向 上 さ せ る た め 、

各 流 ・ 各 派 が 参 加 し て 全 日 本 い け ば な コ ン ク ー ル

（ 西 日 本 地 区 ）展 を 開 催 し て い ま す 。 い け ば な 文 化 の

発 展 に 貢 献 す べ く 、 多 く の 新 人 を 輩 出 し て い ま す 。 今 回

は 福 岡 県 産 の 花 で 、 福 岡 の 魅 力 を 表 現 し ま す 。

s e a s o n 3

直 訳 す る と 「 幹 」 。 枝 葉 を 支 え 多 く の

生 き 物 が 寄 り 添 い 共 存 す る … そ ん な

花 屋 に な り た い と 願 い 、 T R O N C と

店 名 を 冠 し ま し た 。 福 岡 市 で 地 域

密 着 型 の 花 屋 と し て 今 年 で  1 2  年 目 の

年 輪 を 刻 み ま す 。

s e a s o n 4

T R O N C ト ロ ン ク

地 球 の 色  暮  ら し の  色  福 岡 か ら 花 溢 れ る 町 へ

草 月 流 H A N A A R T K A T A Y A M A

天 空 で  草  月  流  を  楽  し も う

創 流  9 6  年 の 流 派 ・ 草 月 流 。 「 型 」 に と ら

わ れ る こ と な く 、 常 に 新 し く 、 自 由 な

表 現 を 大 切 に し て い ま す 。 自 分 ら し く 、

の び や か な 作 品 作 り を 行 っ て い ま す 。

今  回  は 、 H A N A  A R T  K A T A Y A M A  の

メ ン バ ー を 中 心 に 、 い け 手 の 自 由 な

思 い を 作 品 に 託 し て 、 会 場 を 彩 り ま す 。

3  月  1 2  日 ㊋ & 1 4  日 ㊍  1 2 : 0 0  よ り 会 場

に て 草 月 流 片 山 紅 早 さ ん に よ る 生 花 の

生 け 込 み ラ イ ブ を 開 催 し ま す 。

生 け 込 み ラ ン チ タ イ ム ラ イ ブ 花 生 け 体 験

3 / 1 1 ○月  ～ 3 / 1 5 ○金s e a s o n 6
皇 馨 流
こ う け い り ゅ う

会 期 中 、 花 と ふ れ あ う 花 生 け 体 験 を

実 施 し ま す 。 詳 し く は H P を ご 確 認

く だ さ い 。

2 / 5 ○月 ～ 2 / 9 ○金 2 / 1 3 ○火 ～ 2 / 1 6 ○金

2 / 1 9 ○月 ～ 2 / 2 2 ○木

2 / 2 6 ○月 ～ 3 / 1 ○金

ア ク テ ィ ブ に 楽 し む 春 福 岡 県 庁 最 上 階 、 天 空 の 花 園 へ よ う こ そ 。

各 シ ー ズ ン の 活 け 込 み 作 業 （ 初 日 ） 、 撤 収 作 業 中 （ 最 終 日 ） は 会 場 の 立 ち 入 り が で き ま せ ん の で ご 了 承 く だ さ い 。

 活 け 込み / 月 曜 ま た は 火 曜   ● 8 : 3 0 ～ 1 2 : 0 0  活 け 込 み 作 業 （ 会 場 立 ち 入 り で き ま せ ん ）  ● 1 3 : 0 0 ～ 展 示 開 始

 撤 収 作業 / 金 曜 ま た は 木 曜   ● 8 : 3 0 ～ 1 5 : 0 0  ま で 展 示  ● 1 5 : 0 0 ～ 撤 収 作 業 （ 会 場 立 ち 入 り で き ま せ ん ） 

2 0 2 4. 2 / 5 ○月 ～ 3 / 2 2 ○金 週 替 わ り で お 花 に 携 わ る 皆 様 の 作 品 展 を 開 催 し ま す 。

福 岡 県 う き は 市 ※

パ ネ ル 展 示 ・ 動 画 放 映

ふ く お か  桜 の 名 所

＼ 出 か け よ う ！ ／

ふ く お か 爛 漫

福 岡 県 柳 川 市 ※宗 像 ・ 大 島
コ ー ス

八 女
コ ー ス

久 留 米 ・ 高 良 山
コ ー ス

み や ま ・ 清 水 山
コ ー ス

筑 豊 ・ 香 春
コ ー ス

福 岡 ・ 新 宮
コ ー ス

天 神 ・ 博 多 か ら 約  3 0  分 、 心 や す ら ぐ 別 天 地
白 砂 青 松 の 海 と 季 節 の 変 化 を 楽 し む 里 山 、

歴 史 の 街 並 み を 歩 く 。

『 青 春 の 門 』 の 舞 台 を 歩 く
日 田 彦 山 線 に 沿 い 、 聖 な る 坑 道 や 香 春 岳 に 出 会 う 。

悠 久 の 歴 史 と 自 然 で 心 豊 か に
美 し い 竹 林 か ら 神 秘 の 史 跡 公 園 を 経 て 、 心 安 ら ぐ 清 水 山 へ 。

古 代 か ら の 贈 り 物 と 出 会 う 島
あ ふ れ る 自 然 の 中 で 大 陸 と 九 州 を つ な い だ 歴 史 を ひ も と く 。

高 良 大 社 と 筑 後 平 野 の 絶 景
筑 後 国 一 の 宮 高 良 大 社 の 歴 史 と ロ マ ン を 感 じ な が ら

筑 後 平 野 の 眺 望 を 楽 し む 。

茶 の 香 り と 八 女 丘 陵 の 古 代 文 化
広 大 な 茶 畑 や 古 代 八 女 の 英 雄 「 筑 紫 君 一 族 」 の

古 墳 に 出 会 う グ リ ー ン オ ル レ 。

子 ど も と 花 え が お の 作 品 展
協 力 ： 社 会 福 祉 法 人 凜 の 会

画 像 九 州 オ ル レ /  久 留 米 ・ 高 良 山 コ ー ス ※

協 力 :  宗 像 市 、 新 宮 町 、 香 春 町 、 久 留 米 市 、 八 女 市 、 み や ま 市

＊ 写 真 提 供 :  福 岡 県 観 光 連 盟


